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学位論文審査結果の要旨
［審査経過］審査方針従い基礎学力を確認し､各委員による面接と諮問を行った。２月１曰に口頭発表（最
終試験）を行い、終了後に開催した最終審査委員会において協議の結果、次のように判定した。
［審査結果］ダイオキシン類に汚染された環境の実態把握と浄化は、わが国の環境施策の大きな課題であ
る。これまでのダイオキシン類の動態研究は大都市域とその周辺など一部に限られ、地方における挙動につ
いては不明な点が多い。本研究は石川県を対象に、環境大気、土壌および大気降下物中のダイオキシン類を
分析してその挙動を解析し、次のことを明らかにした。（１）大気は燃焼由来のダイオキシン類だけではな
く、土壌巻き上げの影響も受けるが、冬季における後者の寄与は降雪により減少する。（２）ダイオキシン
類の大気中ガス状／粒子状存在比は気温に依存して増加し、蒸気圧の高い異性体ほどガス状の割合が大きい
傾向にある。（３）ダイオキシン類の大気降下フラックスは冬が最も大きい。その理由として、降下フラッ
クスは地表温度、大気圧および降雨曰数と相関が見られたことより、ガス状／粒子状存在比の低下、逆転層
形成による汚染物質の希釈効果の抑制、および降水・雪による洗い出し効果の増大を推定した。以上のよう
に、本論文は、降雪地方に特徴的なダイオキシン類の挙動の詳細を、石川県を対象として初めて明らかにし
ており、審査委員会は博士（薬学）に値すると判定した。
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